2009年8月
リオデジャネイロ日本商工会議所

安全対策委員会
2009年度リオデジャネイロ安全対策セミナー実施報告

日　時：2009年8月14日（金）10：30～12：00
場　所：Praia do Flamengo, 200 – P階講堂
主　催：リオデジャネイロ日本商工会議所（安全対策委員会）

目　的：悪化傾向にあるリオの治安情勢（W杯開催や五輪招致に備えた治安当局による麻薬等掃討作戦が主因）、および新型インフルエンザ流行を受け、商工会議所会員・家族等を対象に安全対策を周知すること。

参加者：商工会議所会員・家族等約30名
プログラム：

開会（安全対策委員長）
ご挨拶（在リオデジャネイロ日本国総領事館　木村首席領事）
ご講演（在リオデジャネイロ日本国総領事館　石井領事）

質疑応答

　＊参加者全員に「海外安全虎の巻(2009年3月改定版)」を配付
【石井領事ご講演概要（別添スライド資料参照）】

（主要補足説明事項）
最近の治安情勢
（1） 麻薬組織の動き
· Rochinha、Dona Marta、Pabompabomdinha、Chapeu Mangueira、Sao Calrosの５大ファベーラに麻薬撲滅のため軍警察が手入れ中であり多少平和化したといわれるが、Tapajaras等別のファベーラへ麻薬組織が移動し軍警察との間で新たな抗争が展開中。
· ７月に着任した新軍警察総司令官は現場の掃討作戦を重視する傾向。

（2） 犯罪発生の傾向

· フラメンゴ地区は、犯罪届出数は増加傾向（窃盗、強盗、路上強盗）で、特に車両強盗・窃盗の増加が顕著。

· ボタフォゴ地区は、犯罪届出数は増加傾向。路上・車両強盗が増加、窃盗は減少。

· コパカバーナ地区は、軍・文民警察官が多く配置されたため、窃盗や路上強盗は減少傾向にあるが、店舗強盗が増加（日本食レストランも被害）。

· イパネマ・レブロン地区は、全ての犯罪が増加中。

· サンタテレザ地区は、犯罪届出数は微減であるが、侵入強盗が一時増加（現在は沈静）。麻薬押収件数は軍警察による掃討作戦により2009年3・4月が増加したが、5月以降は沈静。

（3） 邦人被害の状況

· 2009年は前年に比し被害件数は減少傾向（治安悪化に伴う観光客数減少も寄与）。

· 地区別では観光名所や安宿があるLapaやCatete、駐在員等が居住するCocapabana、Ipanema、Leblonで被害発生。

以上
